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アルツハイマー病（Alzheimer’s disease: AD）はアミロイド β 蛋白（Aβ）やタウ蛋白が異常凝集し、脳内に

蓄積することによって神経細胞死を引きおこす疾患である。ALZ-801 は tramiprosate のプロドラッグであり、

tramiprosate は Aβ モノマーのミスフォールディングの阻害効果やオリゴマー形成の阻害効果を有する。現在

APOEε4/4 の早期 AD 患者に対して ALZ-801 の第 3 相臨床試験が進行している。高速 AFM を用いて ALZ-

801 が Aβ 凝集に及ぼす影響を単一線維レベルで観察した。 

10％の Aβ42 シードを含む Aβ42-low molecular weight（LMW）溶液に ALZ-801 を混注して凝集させる

と、線維伸長の抑制がみられた。また、Aβ42-LMW をチューブ内で凝集させた際に形成された球状凝集体の

大きさは、ALZ-801 を添加している場合は添加していない場合と比較して有意に大きかった。ALZ-801 は球

状凝集体の形成を促し、Aβ42 の線維伸長を抑制すると考えられた。 

本研究の成果は The FASEB Journal にて受理、出版された（ Muramatsu D, et al. FASEB J. 

2025;39:e70382. doi: 10.1096/fj.202402622R.）。 
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